
（別紙）
平成２３年度（上期分）あおもり農商工連携ファンド助成対象一覧

平成２３年１月１１日から２月１４日まで募集したところ、３件の応募があり、審査

委員会において審査した結果、下記の３件が助成対象事業に決定しました。

１ 経営革新助成事業 (単位：円)

事業名 Ｈ23助成決定額

No (事業実施期間) 事業内容 （Ｈ23事業費） 申請者名

1 青森りんごハチミツ りんごハチミツを用いた商品開発 637,500 有限会社青弘

を利用した新商品開 ・りんご園地からのハチミツの採取 (1,275,000) 事務機（弘前

発及び販路拡大事業 ・りんごハチミツを使用した商品開発 市）

(H23～24) ・開発商品の市場評価抽出（味覚、パッ 株式会社アッ

ケージングデザイン） ※H23～24の プルファクト

総事業費 リージャパン

4,100,000 （平川市）

2 地域統一ブランド 縄文の里栗文化の提唱 1,250,000 ハーベストジ

「縄文の里栗」で新 ・栗ペーストの試作及び製造工程の構築 (1,875,000) ャパン（弘前

たな特産品の発信プ ・栗ペーストを使用した商品開発 市）

ロジェクト～ ・規格外の生産品活用について検討 工藤農園（弘

「waguri-culture」 ※H23～24の 前市）

の提唱 総事業費

(H23～24) 4,362,000

２ 経営革新支援機関助成事業 (単位：円)

事業名 Ｈ23助成決定額

No (事業実施期間) 事業内容 （Ｈ23事業費） 申請者名

1 先端的冷凍技術を活 地域における先端的冷凍システムの活用 1,000,000 佐井村漁業協

用した農商工連携に ・ＣＡＳ（Cells Alive System）に関す (1,000,000) 同組合（佐井

よる６次産業創出支 る講演会の開催 村）

援事業 ・ＣＡＳ導入先進地の調査

(H23) ・ＣＡＳによる農商工連携や新商品開発

への活用方法の検討

注）ＣＡＳ（Cells Alive System）とは、「細胞が生きている」という意味。

従来の『冷凍』システムとは異なる理論体系から開発された全く新しい『凍結』技術で、凍

結しても細胞が破壊されず、解凍後に鮮度が生き生きとよみがえさせる冷凍方法で、従来の冷

凍食品で指摘されている、チルド食品と比較して「おいしくない」、「食感が悪くなる」、「冷凍

臭が気になる」、「退色して自然の素材の美しさが失われる」などの問題を解決できる冷凍シス

テムです。


